
学校番号 110 

 

平成 31年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語コミュニケーションⅢ ３ 第３学年 ELEMENT Ⅲ 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

多岐にわたる題材の英文を、楽しみながら読み、知識を得て、そのことについて自分の意見をしっか

りと考え、その意見を英語で相手に伝えられるようになりましょう。 

 予習として初見で読み通し、授業で内容を深め、復習として自分の言葉でその内容をまとめてみるリ

テリング、何度もしっかりと音読することによって、英語の表現を自分のものにしていきましょう。 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「英語コミュニケーションⅢ」（３単位）及び「英語表現演習」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・身近なトピックに

関して、具体的な理

由を添えて自分の

意見を述べること

ができる。 

・スピーチやディベー

ト、プレゼンテーショ

ンを英語で行うことが

できる。 

コミュ英

Ⅲ 

授業中の

活動 

（ペアワ

ーク・グル

ープワー

ク） 

 

英表演習 

授業中の

活動 

 

・自分の意見を具体的

な事例や理由を添えて

論理の明確な複数の段

落からなる英文で、時

間をかけた修正を経

て、読み手に分かりや

すく書くことができ

る。 

 

コ ミ ュ 英

Ⅲ 

レポート 

定期考査 

 

英表演習 

定期考査 

 

・自分の得意とする

分野に関する自然な

速さで話されるスピ

ーチや会話（３～５

分）を聞いて、ポイン

トをつかみながら内

容を理解することが

できる。 

コ ミ ュ 英

Ⅲ 

定期考査 

授 業 中 の

活動 

 

英表演習 

定期考査 

授 業 中 の

活動 

 

 

・まとまりのある英

文を後戻りするこ

となく一定時間内

に読み、各段落のト

ピック、サポート、

例示、詳細などを押

さえながら、全体の

要旨を理解するこ

とができる。 

コミュ英

Ⅲ 

定期考査 

授業中の

活動 

 

英表演習 

定期考査 

授業中の

活動 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

a. 授業に対する意欲 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考査 

a. 授業に対する意欲 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考査 

a. 授業に対する意欲 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考査 

a. 授業に対する意欲 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

Lies, 

Damned 

Lies and 

Statistics 
（６時間） 

＜統計・経済

＞ 

統計を使った

データの見

方、統計を利

用する際に気

をつけること

などについて

理解する。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

統計を使ったデータの見方

について学び、学んだ内容

に関する質問に英語で答え

たり、自分の言葉で説明す

ることができる。 

内容に関する英問に英語で

答えたり、内容に要約をペア

ワークで確認したりする。リ

テリング活動を通してさら

なる内容の定着を図る。 

情報や考えなどにつ

いて，英語で話し合っ

たり意見の交換をし

たりすることができ

る。 

 

a. 授業に対する意欲 

b. 発表 

 

「外国語表現の能力」 

グループごとに、統計を

利用する際に気をつけ

ることを考えアイデア

を英語で発表し合う。 

データーを正しく読み取
る力をつけるためにどの
ような取り組みができる
のか話し合い、発表する。 

情報や考えなどについて

英語で簡潔に述べたり書

いたりすることができ

る。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

「外国語理解の能力」 

リスニングや限られた時間

内での英文の読解を通し

て、本文の内容を適切に理

解することができる。 

CDを聞いて、内容理解を深め

る。さらに時間を意識しなが

らまとまった量の英文を読

み、本文の内容理解を問う問

題に答える。 

英語を聞いて，情報
や考えなどを理解
したり，概要や要点
をとらえたりする
ことができる。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

「言語や文化についての知識・理解」 

統計を使ったデーター

の読み方について興

味・関心を深める。 

異なる種類のグラフを比

較し、疑問に思ったこと

についてグループ内で話

し合う。 

英語の仕組み，使わ
れている言葉の意
味や働きなどを理
解するとともに，言
語の背景にある文
化を理解している。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

Lesson 2 

Language 

Extinction 
（５時間） 

＜言語＞ 

言語が消滅す
ると時に失わ
れるものや、
世界の言語を
守るための取
り組みについ
て理解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

世界の言語を取り巻く環境

について学び、学んだ内容

に関する質問に英語で答え

たり、自分の言葉で説明す

ることができる。 

内容に関する英問に英語で

答えたり、内容に要約をペア

ワークで確認したりする。リ

テリング活動を通してさら

なる内容の定着を図る。 

情報や考えなどについ

て，英語で話し合ったり

意見の交換をしたりする

ことができる。 

 

a. 授業に対する意欲 

b. 発表 

 

「外国語表現の能力」 

グループごとに、言語の

消滅とその背景にある

歴史について考え、英語

で発表し合う。 

言語消滅の原因について
いくつかの具体例を挙
げてグループ内で発表
する。 

情報や考えなど
について英語で
簡潔に述べたり
書いたりするこ
とができる。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

「外国語理解の能力」 

リスニングや限られた時間

内での英文の読解を通し

て、本文の内容を適切に理

解することができる。 

CDを聞いて、内容理解を深め

る。さらに時間を意識しなが

らまとまった量の英文を読

み、本文の内容理解を問う問

題に答える。 

英語を聞いて，情報
や考えなどを理
解したり，概要や
要点をとらえた
りすることがで
きる。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

「言語や文化についての知識・理解」 

言語の消滅を食い止
める取り組みについ
て知る。 

日本で見られるる言
語の消滅について理
解を深め、この課題を
自分たちの問題とし
て考える。 

英語の仕組み，使われ

ている言葉の意味や

働きなどを理解する

とともに，言語の背景

にある文化を理解し

ている。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3  

Environment 

or 

Orangutans? 

（６時間） 

自然・環境 

オランウータ
ンが絶滅の危
機に瀕してい
る理由と、ヤ
シ油の人気が
オランウータ
ンに及ぼす影
響について理
解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

絶滅の危機に瀕している

オラウータンについて学

び、学んだ内容に関する質

問に英語で答えたり、自分

の言葉で説明することが

できる。 

内容に関する英問に英
語で答えたり、内容に要
約をペアワークで確認
したりする。リテリング
活動を通してさらなる
内容の定着を図る 

情報や考えなどにつ

いて，英語で話し合

ったり意見の交換を

したりすることがで

きる。 

 

a. 授業に対する意

欲 

b. 発表 

 

「外国語表現の能力」 

グループごとに、環境

破壊とその背景につい

て考え、英語で発表し

合う。 

 

環境破壊と、そこで暮ら
す動物たちについて
学び、自分の意見をグ
ループ内で発表する。 

情報や考えなどに
ついて英語で簡潔
に述べたり書いた
りすることができ
る。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

「外国語理解の能力」 

リスニングや限られた
時間内での英文の読解
を通して、本文の内容
を適切に理解すること
ができる。 

CDを聞いて、内容理解を深

める。さらに時間を意識し

ながらまとまった量の英文

を読み、本文の内容理解を

問う問題に答える。 

英語を聞いて，情
報や考えなどを理
解したり，概要や
要点をとらえたり
することができ
る。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

「言語や文化についての知識・理解」 

自然破壊をグロー
バルな視点から捉
え興味・関心を深め
る。  

自然破壊を食い止め
るさまざまな取り組
みについて理解を深
める。 

英語の仕組み，使
われている言葉の
意味や働きなどを
理解するととも
に，言語の背景に
ある文化を理解し
ている。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

Lesson 4 

The Truth 

about Grit 

（５時間) 

＜心理＞ 

ニュートンが
万有引力の概
念を思いつい
た逸話の真実
や心理学者が
気骨を研究し
始めた経緯に
ついて理解す
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

Grit の研究等につい

て学び、学んだ内容に

関する質問に英語で

答えたり、自分の言葉

で説明したりするこ

とができる。 

内容に関する英問に英

語で答えたり、内容の要

約をペアワークで確認

したりする。リテリング

活動を通してさらなる

内容の定着を図る。 

情報や考えなどに
ついて，英語で話
し合ったり意見の
交換をしたりする
ことができる。 

 

a. 授業に対する意

欲 

b. 発表 

 

「外国語表現の能力」 

グループごとに、
Grit を高める効果
的な方法を考え、自
分ならどうするか
について英文を書
くことができる。 

グループでアイディ
アを出し合い、ブレ
インストーミングを
する。その上で、自
分の意見をまとめて
英文で書く。 

情報や考えなどに
ついて英語で簡潔
に述べたり書いた
りすることができ
る。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

「外国語理解の能力」 

ディスコースマー
カーについて理解
し、文章構成を考え
ながらすばやく要
点をつかむことが
できる。 

ＣＤを聞き、内容理
解を深める。さらに、
ディスコースマーカ
ーに着目しながら英
文を読み、本文の内
容を理解する。 

英語を聞いて，情
報や考えなどを理
解したり，概要や
要点をとらえたり
することができ
る。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

「言語や文化についての知識・理解」 

Grit に関する海外の

研究結果についての

興味・関心を深める。

ナチュラルスピード

の英語に慣れる。 

Angela Duckworth

教授のプレゼンテー
ションビデオを観
て、ナチュラルスピ
ードの英語音声を理
解する。効果的な伝
え方の方法を学ぶ。 

英語の仕組み，使
われている言葉の
意味や働きなどを
理解するととも
に，言語の背景に
ある文化を理解し
ている。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 

A class 

from 

Stanford 

University 

（６時間） 

＜経済＞ 

「５ドルと２

時間で何がで

きるか」とい

う課題に対し

て、それぞれ

のチームの取

り組み方を理

解し、この課

題から得られ

る教訓につい

て考える。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

海外の大学での授業内

容について学び、学ん

だ内容に関する質問に

英語で答えたり、自分

の言葉で説明したりす

ることができる。 

内容に関する英問に英

語で答えたり、内容の要

約をペアワークで確認

したりする。リテリング

活動を通してさらなる

内容の定着を図る。 

情報や考えなどにつ

いて，英語で話し合っ

たり意見の交換をし

たりすることができ

る。 

 

a. 授業に対する意欲 

b. 発表 

 

「外国語表現の能力」 

グループごとに、こ
の課題に対してどう
取り組むかを考え、
アイディアを英語で
プレゼンテーション
することができる。 

自分ならどのように
この課題に取り組む
かについてグループ
で話し合い、英語のプ
レゼンテーションを
準備し、発表する。 

情報や考えなどに
ついて英語で簡潔
に述べたり書いた
りすることができ
る。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

「外国語理解の能力」 

リスニングや、限ら
れた時間内での英文
読解を通して、本文
の内容を適切に理解
することができる。 

ＣＤを聞き、内容理解
を深める。さらに、時
間を意識しながら英
文を読み、本文の内容
を問う問題に答える。 

英語を聞いて，情報
や考えなどを理解
したり，概要や要点
をとらえたりする
ことができる。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

「言語や文化についての知識・理解」 

海外の大学での授業内

容についての興味・関

心を深める。ナチュラ

ルスピードの英語に慣

れる。 

Tina Seeling 教授の
授業ビデオを観て海
外の大学の授業を体
験するとともに、ナチ
ュラルスピードの英
語音声を理解する。 

英語の仕組み，使わ
れている言葉の意
味や働きなどを理
解するとともに，言
語の背景にある文
化を理解している。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

Lesson 6 

The 

Mpemba 

Effect 

(５時間 ) 

 

＜科学＞ 

ムペンバが発
見した現象と
「ムペンバ効
果」をめぐる
議論について
考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ムペンバ効果と発見の

経緯について学び、学

んだ内容に関する質問

に英語で答えたり、自

分の言葉で説明したり

することができる。 

内容に関する英問に英

語で答えたり、内容の要

約をペアワークで確認

したりする。リテリング

活動を通してさらなる

内容の定着を図る。 

情報や考えなどに
ついて，英語で話し
合ったり意見の交
換をしたりするこ
とができる. 

a. 授業に対する意欲 

b. 発表 

 

「外国語表現の能力」 

グループごとに、子
どもの頃に疑問に思
って答えが見つけら
れなかったことにつ
いて英語で発表し合
う。 

グループごとに、自分
の子どもの頃の疑問
について、紹介し合
う。また、それぞれの
疑問の答えについて
知っている知識を交
換し合う。 

情報や考えなどに
ついて英語で簡潔
に述べたり書いた
りすることができ
る。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

「外国語理解の能力」 

リスニングや、限ら
れた時間内での英文
読解を通して、本文
の内容を適切に理解
することができる。 

ＣＤを聞き、内容理解
を深める。さらに、時
間を意識しながら英
文を読み、本文の内容
を問う問題に答える。 

英語を聞いて，情報
や考えなどを理解
したり，概要や要点
をとらえたりする
ことができる。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

「言語や文化についての知識・理解」 

科学的な新しい発見に

ついての興味・関心を

深める。 

当時の新聞記事を読
み、ムペンバの発見に
ついて理解する。 

英語の仕組み，使わ
れている言葉の意
味や働きなどを理
解するとともに，言
語の背景にある文
化を理解している。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7 

Invisible 

Gorilla 
（ ６ 時
間） 

＜心理＞ 

ゴリラの実験

がどのように

行われ、どの

ような結果が

出たかについ

て理解する。

さらに、「注意

の錯覚」がな

ぜ起こるかを

考える。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

実験と結果について読

み取ったことをペア、

またはグループで確認

する。 

本文の内容に関してペア

ワークで理解を深める。 

情報や考えなどにつ

いて，英語で話し合っ

たり意見の交換をし

たりすることができ

る。 

 

a. 授業に対する意欲 

b. 発表 

 

「外国語表現の能力」 

ゴリラの実験に関し
て自分の言葉で説明
できる。 

「注意の錯覚」に関し
てペアで自分の体験
について話し合う。 

情報や考えなどに
ついて英語で簡潔
に述べたり書いた
りすることができ
る。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

「外国語理解の能力」 

リスニングや、限ら
れた時間内での英文
読解を通して、本文
の内容を適切に理解
することができる。 

設定時間内に本文の
読み取り、内容に関す
る質問に答える。 

英語を聞いて，情報
や考えなどを理解
したり，概要や要点
をとらえたりする
ことができる。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

「言語や文化についての知識・理解」 

「注意の錯覚」につ
いて理解する。 

ゴリラの実験につい
ての短い動画を見て、
理解を深める。 

英語の仕組み，使わ
れている言葉の意
味や働きなどを理
解するとともに，言
語の背景にある文
化を理解している。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

Lesson 8 

A Small 

Crime 

（５時

間） 

＜人生・教訓

＞ 

主人公が考え

て い た こ と

や、主人公の

父親が主人公

に伝えたかっ

たことなどを

理解する。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

話の内容について理
解を助ける質問を自
分で考えペアになっ
て出し合い、答える
ことができる。 

内容に関する英問に英語

で答えたり、内容の要約

をペアワークで確認した

りする。リテリング活動

を通してさらなる内容の

定着を図る。 

情報や考えなどに
ついて，英語で話し
合ったり意見の交
換をしたりするこ
とができる。 

a. 授業に対する意欲 

b. 発表 

 

「外国語表現の能力」 

話を自分の言葉で語
ることができる。 

ペア、又はグループに
なって、落書きとアー
トの線引きについて
話す。 

情報や考えなどに
ついて英語で簡潔
に述べたり書いた
りすることができ
る。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

「外国語理解の能力」 

リスニングや、限ら
れた時間内での英文
読解を通して、本文
の内容を適切に理解
することができる。 

ＣＤを聞き、内容理解
を深める。さらに、時
間を意識しながら英
文を読み、本文の内容
を問う問題に答える。 

英語を聞いて，情報
や考えなどを理解
したり，概要や要点
をとらえたりする
ことができる。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

「言語や文化についての知識・理解」 

ストリートアート、 

ルーマニア革命と移 

民について知る 

ルーマニア革命と移
民について、調べ、部
ループ内で発表する。 

 

英語の仕組み，使わ
れている言葉の意
味や働きなどを理
解するとともに，言
語の背景にある文
化を理解している。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9 

Playing 

Hands 
（ ６ 時
間） 

＜人間愛・家

族＞ 

デューラーの

「祈りの手」

の秘話を知る

とともに、ア

ルブレヒトと

アルバートの

気持ちを考え

る。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

読み取った情報を享有

することができる。 

本文の内容に関してペア

ワークで理解を深める。 

情報や考えなどにつ

いて，英語で話し合っ

たり意見の交換をし

たりすることができ

る。 

a. 授業に対する意欲 

b. 発表 

 

「外国語表現の能力」 

自分にとってのリマイ

ンダーについて語る 

グループ内で自分仁
手のリマインダーに
ついて語り、それにつ
いてのエッセイを書
く。 

情報や考えなどに
ついて英語で簡潔
に述べたり書いた
りすることができ
る。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

「外国語理解の能力」 

リスニングや、限ら
れた時間内での英文
読解を通して、本文
の内容を適切に理解
することができる。 

ＣＤを聞き、内容理解
を深める。さらに、時
間を意識しながら英
文を読み、本文の内容
を問う問題に答える。 

英語を聞いて，情報
や考えなどを理解
したり，概要や要点
をとらえたりする
ことができる。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

「言語や文化についての知識・理解」 

この絵の背景にある
物語を知る。 

デュラーの作品につ
いて知る。 

デュラーのその他の
作品について調べる。 

英語の仕組み，使わ
れている言葉の意
味や働きなどを理
解するとともに，言
語の背景にある文
化を理解している。 

b. 発表 

c. 課題等の提出 

d. 小テスト・定期考

査 

  「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

    

「外国語表現の能力」 

    

「外国語理解の能力」 

    

「言語や文化についての知識・理解」 

    


